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（１）事業所名及び代表者名

① ： 株式会社エス・イーティ（本社）
： 埼玉県所沢市東所沢和田2-32-5
： 代表取締役　齊藤吉彦
： 平成3年11月26日（創業：昭和42年）
： 1,000万円
： 04-2951-7760 ／ 04-2951-7066

② ： 大井事業所（中間処理場／配車センター）
： 埼玉県ふじみ野市亀久保1615-5（中間処理施設）
： 埼玉県川越市下赤坂669-2（配車センター）
： 049-262-0693 ／ 049-256-1313

③ ： 中富事業所（所沢市一般廃棄物積替保管施設）
： 埼玉県所沢市中富942-2

④ ： エコステーション富津（中間処理施設：食品リサイクル）
： 千葉県富津市新富64-4
： 0439-88-6633 ／ 0439-88-6634

（２）環境管理責任者

： 取締役本部長　白川　在浩
： 総務部　係長　森野　一恵

（３）事業の概要

一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処分業

（４）事業規模

　※処理量は中間処理受託受入量
　※従業員数はパートも含む
　※電力の二酸化炭素出係数、東京電力エナジーパートナー（0.456kg-CO2）（令和4年度調整後）を

使用した。

電話／FAX

事業所名
所在地

電話／FAX

事業所名
所在地

Ⅰ．組織の概要

事業所名
所在地
代表者名
法人設立年月日
資本金

　本　　社（床面） ㎡ 256
　大 井 事 業 所 ㎡ 10,999

単位 2023年度
　売　　上（全社） 百万円 1,970
　従業員数（全社） 人 75

事業所名
所在地
電話／FAX

環境管理責任者
環境担当者

　　内）一般廃棄物 ｔ 11,951.6
　　内）特別管理産業廃棄物 ｔ 9.1

　収集運搬総量 ｔ 32,079.6
　　内）産業廃棄物 ｔ 20,118.9

　中 富 事 業 所 ㎡ 480
　中 間 処 理 量 ｔ 12,636.9

　二酸化炭素排出量 ㎏－CO2 999,214
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（５）許可の内容

■産業廃棄物処分業許可

● ● ● ● ●

■特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

①廃油（揮発油類､灯油類､軽油類）　②廃酸（PH2.0以下の物に限る）
③感染性廃棄物　④特）廃油（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）
①廃油（揮発油類､灯油類､軽油類）　②廃酸（PH2.0以下）
③感染性廃棄物　④特）廃油（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）
①廃油（揮発油等）　②廃酸（腐食性）　③感染性廃棄物
④特）廃油（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）

■一般廃棄物収集運搬業許可
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都道府県 許可番号
　　許可の年月日

有効期限

許可品目

備　　考
燃

え

殻

許可証記載の通り令和9年6月12日
千葉県 1220006349 令和3年7月9日 ●

●● ● ● ●埼玉県 1120006349 令和5年1月5日 ●

令和8年8月30日

■産業廃棄物収集運搬業許可

都道府県 許可番号
　　許可の年月日

有効期限

許可品目
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油

許可証記載の通り●
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● ●東京都 1300006349 平成30年11月26日 ● ● ●

許可証記載の通り平成36年3月4日

◎ ◎ ◎ ◎ 許可証記載の通り令和9年4月27日 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

令和8年1月18日

許可証記載の通り令和10年11月25
神奈川県 01402006349 平成31年3月18日 ● ● ● ●

● ● ●● ● ●

● 許可証記載の通り● ● ● ● ●千葉県 01200006349 令和3年1月19日 ● ● ● ●

許可証記載の通り平成36年4月11日
栃木県 00900006349 令和4年7月25日 ● ● ●

● ● ●● ● ● ● ● ●茨城県 00801006349 平成31年4月22日 ●

● 許可証記載の通り令和9年7月24日
群馬県 01000006349 平成31年1月13日 ● ● ●

● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●

● 許可証記載の通り● ● ● ● ●

許可証記載の通り令和9年12月4日

許可証記載の通り令和11年1月12日
山梨県 01900006349 令和4年6月25日 ● ● ● ● ●

● ●

● ●● ●
令和9年6月24日

福島県 01900006349 令和4年12月5日 ●

● ●

許可証記載の通り令和9年1月11日
静岡県 02201006349 令和4年2月8日 ●

● ● ●● ● ● ● ●

許可証記載の通り令和9年2月7日

長野県 2009006349 令和4年1月12日 ● ●

● ● ● ●

● ●● ● ● ●

埼玉県 01152006349 令和5年8月4日 許可証記載の通り令和10年6月30日
東京都 1350006349 平成30年11月26日 許可証記載の通り令和10年11月25日

令和7年4月6日

都道府県 許可番号 許可の年月日 許可品目 備考有効期限

● ● ● 許可証記載の通り● ● ● ● ●岩手県 00300006349 令和2年4月7日

許可の年月日
有効期限 有効期限

所沢市 第18号 令和4年4月1日 東久留米市 第26-17号 令和4年4月1日
令和6年3月31日

群馬県 01050006349 平成31年1月13日 許可証記載の通り令和11年1月12日

市区町村 許可番号
許可の年月日

市町村 許可番号

入間市 第18号 令和4年4月1日 青梅市 第37号 令和3年5月1日
令和6年3月31日 令和7年4月30日

川越市 第8号 令和4年4月1日 東村山市 第9号 令和4年4月1日
令和6年3月31日 令和6年3月31日

令和6年3月31日
狭山市 第23号 令和4年4月1日 清瀬市 第26-7号 令和4年4月1日

令和6年3月31日 令和6年3月31日
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西東京市 第26-17号 令和4年4月1日     ※中富事業所：所沢市積み替え保管施設
令和6年3月31日         所沢市大字中富942-2　（面積480㎥）　保管期間3日

新座市 第25-20号 令和4年4月1日 瑞穂町 第11-3号 令和3年5月1日
令和6年3月31日 令和7年4月30日



（６）施設の状況

■ 産業廃棄物処分業（大井事業所）

1. 事業の範囲 ： 中間処理

： 廃プラスチック類、木くず、ガラスくず・コンクリートくず及び
陶磁器くず（廃石膏ボードに限る。）　以上3種類

圧縮梱包 ： 廃プラスチック類
紙くず
繊維くず（廃畳を除く。）　以上3種類

： 金属くず　以上1種類

2. 事業の用に供するすべての施設

施設等の所在地
埼玉県ふじみ野市亀久保字大野原1615番5、1615番8　以上2筆（面積2,604㎡）。
処理施設及び保管施設の概要は別表のとおり。

3. 許可の条件

1）中間処理及び処理に伴う保管は2.に掲げる場所で行うこと。
2）中間処理は、6．に掲げる処理施設で行うこと。

4. 許可の更新又は変更の状況

5. 規則第10条の4項5項の規定による許可証の提出の有無　　　無

6. 処理施設の種類及び能力等

※金属くずについ

破　　砕

圧　　縮

許可（届出）年月日 指令番号 変更内容

令和5年1月5日 指令廃指第762-1号
更新許可（3種類の限定解除、1種類の限定の変更及び保管
施設の種類の変更）

施設の種類 処理能力 産業廃棄物の種類 設置年月日

令和2年4月21日 ―
変更届（保管施設の種類の変更、保管面積の拡大、保管高さ
の増大、保管上限の増大及び保管用機の変更）

令和2年7月1日 指令西環第3-1号 更新許可（優良認定）

平成15年6月13日 指令廃指第433号 新規許可
平成15年6月14日 ― 変更届（保管施設の追加）

平成15年6月13日（8時間）
4.5t/日 木くず　以上1種類（8時間）

破砕施設 3.39t/日 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 平成15年6月13日（8時間）

（8時間）
102.4t/日 金属くず          以上1種類　ては、圧縮のみ （8時間）

破砕施設
2.57t/日 廃プラスチック類　以上1種類

圧縮梱包施設

88.0t/日 廃プラスチック類        以上1種類

令和5年5月1日

（8時間）
61.2t/日 紙くず     以上1種類（8時間）
75.5t/日 繊維くず（廃畳を除く。）以上1種類

（廃石膏ボードに限る。）以上1種類
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7. 保管施設の種類及び能力等

■ 積替え保管施設

1. 事業の範囲
（1） 事業の区分：収集運搬（積み替え保管を含む）
（2） 積替え保管できる産業廃棄物の種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず（再生利用できないものに限る。）
繊維くず（再生利用できないもの及び廃畳に限る。）、動植物性残さ、ゴムくず、
ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）及び陶磁器くず（廃石膏ボード
を除く。）、鉱さい、がれき類、ばいじん　以上13種類

2. 積替え又は保管を行うすべての場所の所在地及び面積並びに当該場所ごとの積替え又は保管を行う
産業廃棄物の種類（当該産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有
ばいじん等が含まれる場合は、その旨を含む。）、積替えのための保管上限及び積み上げることが
できる高さ
施設の所在地
埼玉県ふじみ野市亀久保字大野原1615番5、1615番8　以上2筆（面積2,604㎡）
保管施設の概要

木くず　　以上1種類 143.9㎥ 1.5m（屋外）

紙くず　　以上1種類 31.5㎥
3.0m（屋外）

（2.2㎥コンテナ×8個
4㎥コンテナ×4個）

廃プラスチック類　以上1種類 202.7㎥ 2.5m（屋外）

金属くず　以上1種類 15.2㎥
1.5m（屋外）

(4㎥コンテナ×2個）

産業廃棄物の種類 保管面積 保管高さ等
廃プラスチック類（圧縮梱包するものに限る。）

357.0㎥ 3.0m（屋外）
以上1種類

廃プラスチック類、紙くず、繊維くず（廃畳を除く。）　　　金
属くず　　　以上4種類

15.2㎥
3.0m（屋外）

（1㎥コンテナ×3個
4㎥コンテナ×4個）

P3

廃プラスチック類、紙くず、繊維くず（廃畳を除く。）　　　金
属くず　　　以上4種類

48.1㎥
1.5m（屋外）

（4㎥コンテナ×6個
8.3㎥コンテナ×1個）

廃プラスチック類、紙くず、繊維くず（廃畳を除く。）　　　金
属くず　　　以上4種類

28.0㎥
3.0m（屋外）

（1㎥コンテナ×7個
4㎥コンテナ×6個）

繊維くず（廃畳を除く。）
6.6㎥

1.4m（屋外）
以上1種類 (2.2㎥コンテナ×2個）
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

6.6㎥
1.4m（屋外）

（廃石膏ボードに限る。）以上1種類 (2.2㎥コンテナ×2個）



3. 許可の条件
収集運搬に伴う保管は、2．に掲げる場所及び施設で行うこと。

（７）処理工程図

■大井事業所

　汚泥　以上1種類 9.2㎡ 1.8m 8.0㎥（屋外）
　廃油　以上1種類 5.9㎡ 1.8m 3.6㎥（屋外）

産業廃棄物の種類 保管面積 保管高さ 保管上限

　燃え殻　以上1種類 6.0㎡ 1.8m 4.8㎥（屋外）

（屋外）
　動植物性残さ　以上1種類 8.0㎡ 1.5m 8.0㎥（屋外）

　紙くず（再利用できないものに限る。）以上1種類 10.0㎡ 1.5m 8.0㎥（屋外）
　繊維くず（再利用できないもの及び廃畳に限る。） 10.0㎡ 1.5m 8.0㎥　以上1種類

　廃酸　以上1種類 3.9㎡ 0.9m 2.0㎥（屋外）
　廃アルカリ　以上1種類 3.5㎡ 1.8m 2.0㎥（屋外）

　がれき類　以上1種類 27.3㎡ 1.5m 16.0㎥（屋外）
　ばいじん　以上1種類 4.8㎡ 2.0m 6.0㎥（屋外）

（屋外）
　鉱さい　以上1種類 3.0㎡ 2.0m 4.0㎥（屋外）

　ゴムくず　　　以上1種類 2.9㎡ 0.9m 0.6㎥（屋外）
　ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。） 10.0㎡ 1.5m 8.0㎥　及び陶磁器くず（廃石膏ボードを除く。）以上1種類

持
　
込

ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず

（廃石膏ボード）
セメント原料・発電・焼却

処理方法 廃プラスチック

破 砕繊維くず 再生原料・代替燃料
木くず

紙くず 紙くず
処理方法

金属くず 分別
圧 縮

製鉄原料
保管 金軸くず

収
集
運
搬

処理方法 固形燃料・発電

受
入

品目
圧縮梱包

廃プラ、紙くず、繊維くず
廃プラスチック類

木くず 製紙原料

路盤材
廃石膏ボード

最終処分(埋立処分）
リサイクル不適合物
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（８）運搬車両

台

（９）構内作業車（大井事業所・中富事業所）

台

：

：

： 本社・大井事業所・中富事業所

: 一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処分業

※エコステーション富津は活動実態がない為、対象外

t 2

パーワーゲート車 4 ｔ 2 脱着装置付コンテナ車 8 t 1

パーワーゲート車 7 ｔ 1 脱着装置付コンテナ車 10

車両種類 台数 車両種類 台数

t 2

ウイング車 8 ｔ 1 脱着装置付コンテナ車 2 t 1

平ボディー車 1.5 ｔ 1 脱着装置付コンテナ車 3

t 1

平ボディー車 3 ｔ 1 脱着装置付コンテナ車 4 t 5

パーワーゲート車 2 ｔ 1 脱着装置付コンテナ車 5

t 3

保冷車 3 ｔ 2 塵芥車 3 t 22

保冷車 4 ｔ 1 塵芥車 4

t 1

箱車 4 ｔ 1 塵芥車 5 t 2

ユニック車 4 ｔ 1 塵芥車 8

車両車種 台数 車両車種 台数

3

合計 56

軽トラック ― 1 塵芥車 2 t

事業活動
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Ⅱ．対象範囲（認証・登録範囲）

認証登録番号 0000603

登録日 2006年2月14日

対象事業所

ユンボ 4 フォークリフト 3

合計 7



株式会社エス・イーティは、昭和42年創業以来地域の環境保全のため一般廃棄物の委託業務からスタートし、
廃棄物処理業の重要性の高まりとともに事業を収集・運搬から中間処理、リサイクル事業へと拡大し、循環
型社会に向かう今日の流れをリードしてきました。
これからも理想のゼロ・エミッションの実現に向かって安全・環境・技術の向上に取り組み豊かな環境創造
に貢献します。

いま地球環境保全を目指す循環社会の構築が必要とされています。目標としての「ゼロ・エミッション」
（廃棄物ゼロ）の実現は、廃棄物の収集・運搬から中間処理を経てリサイクルへのルート（静脈物流）の
展開・深耕に携わるエス・イーティの使命です。
この課題に取り組むため、全事業所でエコアクション21環境経営システムに沿って継続的改善と環境活動
を展開してまいります。

具体的な環境活動

環境との調和を基本的責務と認識し、パリ協定、SDGｓ、環境省指針などを念頭に持続可能な事業運営によ
り社会貢献に向け、全従業員により下記の課題に取り組みます。

1. エネルギー源の選択、化石燃料使用の削減により二酸化炭素排出総量を抑制する。
2. 省資源への取組。リサイクル率の上昇廃棄物処理業務の拡大
3. 水の効果的使用、日常的な節水、雨水の利用
4. 環境関連法規等の遵守、改定等の情報把握
5. 環境コミュニケーションおよび社会貢献
6. 生物多様性の保全と持続可能な利用のための取組
7. その他生活環境に係わる保全の取組
8. 持続的会社運営とリスク回避

この環境方針は、全従業員に周知するとともに社外にも公表します。

Ⅲ．環境経営方針

環 境 経 営 方 針

令和5年9月1日

株式会社エス・イーティ

代表取締役　齊藤　周
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１．体制図

1．中長期目標

2．環境目標の達成率

評価基準：〇…評価できる　　　△…まずまず評価できる　　　×…評価できない

1.二酸化炭素の排出量は、電力、化石燃料を含む
2.基準値及び目標は2021年度実績値とする。
3.実績は、電力の二酸化炭素出係数は東京電力エナジーパートナー（0.456kg-CO2）（令和4年度調整後）
  を使用した。
4.化学物質は使用がない為目標設定していません。

エコステーション富津
本部長 本部長 本部長

※活動対象外

総務部 営業部 業務部

環境管理室
環境責任者：取締役本部長（白川在浩）

環境管理担当：総務部係長（森野一恵）

アドバイザー：永倉邦男

本社 大井事業所

Ⅳ. 環境体制図

株式会社エス・イーティ
代表取締役　齊藤周

一般事務 新規開拓 一般管理 産廃管理 大井事業所 中富事業所
（一般運搬）（産廃運搬） （中間処理）（保管積替）

部長 本部長 所長

総務課 営業課 業務課 施設課

1.5％減 2％減 2.5％減
986.6

685.0
基準値比 基準値比 基準値比
1.5％減 2％減 2.5％減
674.7 671.3 667.9

Ⅴ.環境経営目標とその実績

環境
負荷
低減

項目
基準値 目標

2022年度実績 2023年度 2024年度 2025年度

水使用量削減（㎥）

97 97 97

環境負
荷低減

項目 2023年度目標値 2023年度実績 達成率 評価 コメント

981.6 976.6

リサイクル率（%） 97
基準値 基準値 基準値
維持 維持 維持

二酸化炭素排出量の削減
（ｔ)

1001.6
基準値比 基準値比 基準値比

リサイクル率（％） 97 97 100% 〇 分別を徹底し、目標達成となった。

二酸化炭素排出量の
削減（ｔ)

986.6 999.2 99% 〇 ほぼ達成したが皆でもう少し気を付け、い
い結果となるように頑張りましょう。

水使用量削減（㎥） 674.7 571.0 115% 〇 全体的に結果が良かった。来年もいい結果
となるように頑張りましょう。
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3．環境活動結果
評価 評価

Ⅵ．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
　■法的義務を受ける主な環境関連法規

遵守評価

設立以来、環境関連法規への違反並びに訴訟はありません。
なお、関係当局より違反等の指摘もありませんでした。

4
　電化の促進 3 　リユース、リサイクルの実施 4
　化石燃料の使用削減 4 　コピー裏紙の再使用 4

目標 目標

ＣＯ２
排出
削減

二酸化炭素排出量の抑制

省資源

事務所における排出物抑制
  エネルギー源の選択とエネルギー節約 3 　廃棄物発生の抑制

　無駄なエネルギーの削減 3 　リサイクルを考慮した処理 4

水資源

排水量の削減と排水管理 　顧客への分別指導、情報提供 4
　節水の徹底 3

　エコドライブの実践 4 廃棄物排出量の削減
　早めの車両点検、オイル交換の実施 4 　適正な分別の実施 4

　雨水の利用 4 リサイクルの徹底
コミュニ

ケーション

環境コミュニケーション及び社会貢献 　廃棄物分別の徹底 4
　くぬぎ山環境保全活動への参加 3 　資源化への工夫

産業廃棄物中間処理量の増加
　洗車/散水時の節水配慮 3 　営業活動の促進 3
　水道栓付近への節水表示 4 　次の工程を考慮した分別処理 4

4 最新法令情報の収集 4
　資材・用具・用品の整理保管 4 許可内容の順守 4

4
　周辺住民との環境保全活動 3 　排出事業者への分別指導 4

３Ｓ活動等

その他生活環境にかかわる保全活動(３Ｓ等）

法令遵守

遵守すべき法令の周知
　スマイル・清潔・スタイルの実践

廃棄物処理法

産業廃棄物の適正な廃棄処理委託 契約書、マニフェスト

〇産業廃棄物交付状況報告書 都道府県知事への報告書
収集運搬業許可、処分業許可 許可証
帳簿の作成 帳簿

4 評価基準：5＝優・4＝良・3＝可・2＝不足・1＝要改善

法規制等の名称 該当する要求事項 確認資料等

　事務所文具・用品・書類の整理保管 4 運搬・処分に関しての安全衛生管理 4
生物

多様性

生物多様性の保全、持続可能な利用への取り組み
　事業所周辺の環境保全活動 4
　くぬぎ山環境保全活動

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用 表示点検記録 〇
フロン排出抑制法 対象エアコンの簡易点検と記録の保管 簡易点検記録 〇

道路運送車両法 定期点検整備の実施 点検記録簿 〇
自動車Nox・PM法 ディーゼル車の排ガス規制適合車の使用 車検証 〇

貨物自動車運送事業法 運行管理者 資格 〇アルコール検知チェック 記録

悪臭防止法 規制地域内で、特定悪臭物質の排出基準を遵守 規制基準の遵守/届出書 〇
計量法 定期検査 証明書 〇

騒音規制法 特定施設の事前届、地域別騒音基準の遵守 規制基準の遵守/届出書 〇
振動規制法 特定施設の事前届、地域別騒音基準の遵守 規制基準の遵守/届出書 〇

家電リサイクル法 再商品化に必要な料金の支払い 家電リサイクル券 〇
自動車リサイクル法 リサイクル費用を資金管理法人に預託 リサイクル券 〇

埼玉県生活環境保全条例 アイドリングストップ・エコドライブの実施 掲示板 〇
大井町グリーン町会協定 定期査察 記録 〇

浄化槽法 設置の届出　保守点検　清掃　検査 届出書 〇
消防法 指定可燃物の届出 届出書 〇消火設備の点検・整備
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Ⅶ．代表者による年度総合評価と改善指示

Ⅷ．次期の取り組み計画
1．中長期目標

遵守すべき法令の周知

環境経営計画及び取組実施状況 ☑ 概ね計画通りに取り組まれている。

3 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ☑ 関連法規は遵守され、違反等はありませんでした。

見
直
し
関
連
情
報

項目 確認 必要に応じて評価・コメント

1 環境経営目標及び目標達成状況 ☑
全ての目標で達成となった。車両のエコドライブにより二酸
化炭素排出量の削減目標が達成となった。

2

3 環境経営計画 有・無

4 環境に関する組織（実体制含め） 有・無

環境経営方針 有・無

2 環境経営目標 有・無

4 問題点の是正・予防処置の実施状況 ☑ 是正を必要とする特段の問題点はありません。
・全体的には環境活動への取組状況など活動の努力がみられ、目標達成となった。継続して取り組むこと。

見
直
し
関
連
情
報

見直し事項 変更の必要性 有の場合の指示事項等

1

565.3 562.4 559.6

二酸化炭素排出量の削減（ｔ) 999.2
基準値比 基準値比 基準値比

1％減 1.5％減

基準値比 基準値比 基準値比
1％減 1.5％減 2％減

環境負
荷低減

項目
基準値 目標

2022年度実績 2023年度 2024年度 2025年度

水使用量削減（㎥） 571.0

維持 維持
96 96 96

ＣＯ２
排出
削減

二酸化炭素排出量の抑制

省資源

事務所における排出物抑制
  エネルギー源の選択とエネルギー節約

2％減
989.2 984.2 979.2

リサイクル率（%） 97
基準値 基準値 基準値
維持

　早めの車両点検、オイル交換の実施 　適正な分別の実施
　無駄なエネルギーの削減 　リサイクルを考慮した処理

水資源

排水量の削減と排水管理 　顧客への分別指導、情報提供
　節水の徹底 産業廃棄物中間処理量の増加
　洗車/散水時の節水配慮

　廃棄物発生の抑制
　電化の促進 　リユース、リサイクルの実施
　化石燃料の使用削減 　コピー裏紙の再使用
　エコドライブの実践 廃棄物排出量の削減

　周辺住民との環境保全活動 　排出事業者への分別指導

３Ｓ活動
等

その他生活環境にかかわる保全活動(３Ｓ等）

法令遵守　スマイル・清潔・スタイルの実践 最新法令情報の収集
　資材・用具・用品の整理保管 許可内容の順守
　事務所文具・用品・書類の整理保管

　営業活動の促進
　水道栓付近への節水表示 　次の工程を考慮した分別処理
　雨水の利用 リサイクルの徹底

コミュニ
ケーション

環境コミュニケーション及び社会貢献 　廃棄物分別の徹底
　くぬぎ山環境保全活動への参加 　資源化への工夫

運搬・処分に関しての安全衛生管理
生物

多様性

生物多様性の保全、持続可能な利用への取り組み
　事業所周辺の環境保全活動
　くぬぎ山環境保全活動
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所沢市環境美化活動、川越市清掃活動、くぬぎ山清掃活動への
参加や、施設周辺の清掃活動を行い、きれいで住みやすいまち
づくりに協力しています。

P10

持続可能な開発目標(SDGs)とは

2015年9月の国連サミットで、「国連持続可能な開発サミット」が開催さ
れ、「持続可能な開発のための2030アジェンダが採択されました。
先進国と途上国が共同で取り組むべき国際社会全体の開発目標として、持続
可能な開発目標（SDGｓ：ustainable Development Goals）が掲げられた。
貧困や飢餓といった課題に加え、国際社会の共通課題である気候変動や格差
是正などを含む、17の目標とそれに対応する169項目のターゲットが盛り込
まれ、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。

Ⅸ．弊社のSDGｓへの取り組み
SDGｓ項目

内容



交通安全講習会や廃棄物を取り扱うにあたり、基本的な知識か
ら法改正等へ対応するための知識等を、外部の講師を招きおこ
なっております。

全車両にGPS付ドライブレコーダーを導入し、車両速度の管理
アイドリングストップを徹底し、日頃からエコドライブに取り
組んでいます。
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SDGｓ項目

SDGｓ項目
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